
和泉橋地城の
食七すとり
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和泉橋地域
のまちつくり

将来像
^)

地域に根ざした新たな産業を育む、

活気と人情豊かなまち

和泉橋地域の特生

和泉橋地域は、都1山の利便性を活かし、新たな産業構造ヘの転換を進め、都1山居住

が促進された活気と人情豊かなまちを目指します。また、親水性を高めた神田川の水

の軸や道路空間などを活かして、人々が気軽にふれあえるような、人情あふれる空間

づくりを進めます。

地域の移り変わり

和泉橋地域は、江戸期には現在の中央通りに沿って職人町が発達したほか、神田川沿いには舟運を利用

して流通関連の業種が多く立地し、全体として町屋が高密度に広がっていました。

関東大震災によって地域の大部分が焼失しましたが、震災後の復興区画整理事業により、靖国通り、昭

和通り等の幹線道路力堅備され、地域の骨格が形成されました。

昭和の初めには、秋葉原旅客駅が設置されて交通の拠点となり、現在も、秋葉原駅は夕ーミナル駅とし

て多くの人々に利用されています。また、秋葉原駅周辺では区画整理事業等による墓盤整備が進められ、

常磐新線の開通も予定されているなど、今後の層の発展力朔待されています

、
、
、



市街地は、戦災でも大部分を焼失しましたが、繊維・金物・薬品等独特の問屋が集積し、住商の混在す

る町として発展しました現在、ぞれらの問屋街がつくる面影は、繊維街を除いて消えつつありますが、

ピルの所有者が上層階に住むなど、引き続き職住近接住む場所と働く場所が近くにあることの暮らし

が営まれ、人と人のつながりを大事にする下町的な良さも保たれています。

地域の環兄

土地利用(土地の使われ方)

和泉橋地域は全域が商業地域に指定され、また、比較的小さな敷

地が多く見られます。近年ては、職商と住が共存するにぎわい

のある下町型のまちから、中小の事務所ビルとして活用された業務

地ヘと変化しつつあります

きた、各種の問屋街等、独特の産業集積も地域の特徴となってい

ます。

住宅・住環境(住まいなどのようす)

1世帯当たりの人員が229人と他の地域に比較して高く、依然と

してファミリー世帯が住み続けているものの、高齢化高齢者比率

239%)や人白減少が続いており、住商混在によるにぎわいある下

町的な住環境は損なわれ、コミユニティも形成しにくくなってきて

い弐す。(数字は平成9年現在

業務・商業環境(オフィスや店舗のようす)

繊維、金物、薬品の各種流通など独特の産業の集積を大きな特徴とした、個性と活力ある下助型の業

務,商業地が形成されてきました。しかし、業務地化の進行にともなっτ、その個性も失われつつぁり、

特徴の少ない業務主体の市街地ヘの変化がみられます。

商撚施設7h日

都市施設(道路、公園などのようす)

昭和通り、靖国通りなどの幹線系道路や鉄道,神田川により地域の骨格が形成されています。ぞれらの

骨格や区画道路によって整然としたまちとなっていますが、ぞの内側には細街路も多くみられます。また、

問屋街では荷捌きスヘスの不足がみられます

このほか、多くの乗降客でにぎわう秋葉原と神田駅が、鉄道各線の集まる夕ーミナル駅として交通の拠

点を形成しています。

公園として、和泉公園や児童遊園などが整備されていぎすが、十分とはいえません。

その他8胎

事務所 136胎

資料

和泉橋地域の用途別建物床面積

千代田区土地利用現況調査(平成8年度

住宅・住商
併用建物
24h8
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市街地環境(景観、防災などのようす)

神田川、橋、橋詰め広場、幹線系道路など、地域の個性と魅力を創出する資源に恵まれています。しか

し、幹線系道路沿道を除くと、小規模なビルの建て詰まりもみられ、身近な緑や防災上有効な空地が乏し

いなど、ゆとりやうるおいに欠けた街並みや防災上の課題もみられます。

U

仏劃詔

和泉橋弛域の人口・世吊数

資料.住民基本台帳統計資羽

55

世帯数

255

250

2,45

60

^人口

世帯当たり人員

(各年1月1日現在)

世帋人皿
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地域のまちづくり資源

和泉橋地域において、守り、育て、活かすべきまちづくりの資原は

下町らしさのある界隈

古くからの神田の下町らしさを醸し出している街並みがみられます

歴史ある問屋街(繊維問屋、薬問屋、金物問屋等)

神田川の水運の便を活かして発達した様々な産業の問屋街があり、現在でもなお独特の雰囲気がある街

並みをつくっています。また、神田金物通りなどでは美しい銀杏並木の続く街並みがみられます。

神田川や川沿いの空間、橋、橋詰め広場、柳森神社等

地域の名称ともなる和泉橋をはじめ、神田川や梧詰め広場、緑豊かな柳森神社などが、全体として特徴

的な水辺の景観をつくり出しています

、

^

下町風恬を酬し出す金綱稲荷
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、

^
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地域の重要課題

和泉橋地域のまちづくりに向けた重要課題は

居住促進による、活力ある地域づくうと新たな下町らしさの創出

和泉橋地域では、オフィスの進出と人口の減少が続いており、地域のニミュニティが損なわれてきてい

ます。職住近接等の都心の利点を活かして居住を促進するとともに、生活利便施設を充実させることが重

要です。また、まちをよく知る多くの高齢者や、働く人など多様な人々を含めた豊かな地域コミュニティ

と活力を育むことにより、新たな下町らしさを創出することが重要です。
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にぎわいの空問をつなぐ、安全で快適な歩行空問の確保

神田駅東口付近などには、交通量が多いにもかかわらず歩道のない道路が多く、また、 ^カロ ガード沿^フk

い等は、緑が少なく、散歩を楽しむ雰囲気に欠けた空問となっています。このほか、昭和通りなどの幹線

道路による地域の分断もみられます。緑とゆとりある歩行空周の整備、駅・飲食店街などのにぎわいの空

問や幹線道路の両側の弐ちをっなぐ回遊動線の確保など、歩行者の視点からの道路空周づくりが重要です。

神田川等を活かした、緑と憩いの場の確保

神田j1や和泉公園などの資源がありますが、身近な公園や緑、オープンスヘースは不足してぃます神

田川の活用をはしめとした自然に親しめる場の創出、防災性の向上にも配慮した緑と憩いの場の確保等が
重要てす

和泉橋地域の
まちづくり

器談器督為器昌ξ1 礎>泳益r戸*兆ば此,。齡如御一
(交通、買い物の選択の多さ、公共施設の質が高く、立地がよい)便利である。緑のスペースを増やし、ゆとりを人々にもたらし
て欲しい。勤務している地であるが、居住したい区でもある。鵠冶町空丁目在勤・40代,女性)

固定資産税額を減税するなど、住みたくなる、住み麺けミれるξち4;しで玉えしい。(鍛冶岡二丁目在動・釦代.男性)
Ξ世代が暮らせるようなまちづくりを望む。(神田佐左周町Ξ丁、目・50代・男性)
都心の特性を活かした豊かなコミュニティが形成され、昼問も夜周も活気のある地域のまちづくりをしてもらいたい(神田佐久

周町Ξ丁目・60代・男性) 1 L
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和泉橋街づくり協議会での討議より
備吾倉庫の罰るーツ橋高校を防挺の拠点とし、

歴史的に整備された広幅員の道路は、分断要素ではなく、路地ヘのっながりを工夫するなどしτ、資源として活用していウて
欲しい。

神田川は単なる用水路ではなく、親水性の向上、

神田ふれあい通りのにぎわい

11思^1
"

地区の防災性の向上を図ってはどぅか。
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神田練塀町、神田松永町、神田相生町、神田花岡町、
神田佐久間町一丁目

中高層の複合市街地として、秋葉原駅周辺(旧秋葉原貨
物駅等)の拠点再開発を進め、電気・情報等の商業・業務施
設、文化施設と住宅が調和した、魅力と活気あるまちをつくり
ます。

中高層の建築物が連続するなかに、活気とやすらぎを應しさせ
る空周を創出していきき寸。

再開発や常腔新線の整備を進め、住機能と業務・商業機能及び
秋葉原駄の利便性が融合したヒューマンスケールの感じられる先
進的な都市空周の形成を図ります。

周辺地域と調和・連携した一体的な空周や勃ミユニテーの形成
を図り志す。

常磐新線の整備に併せ,秋棄原駅の利用者の安全性や快適性を

高めるよう整備を進めきす。
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整えられた街並みの形成を進め表通りにふさわしし

自動車交通の1晧や街路樹等こより騒音・大気舌染
等の沿道環境を改善するとともι」、快適な歩行空問を

くります

ヘ

_1
、1

.

.含

＼旧"

^

田

^^

.1

゛

^

'"
帖'丁

神田駅周辺は、にぎわいを生み出す商業集積地にふさわしい歩

行空周づくりを進めます。
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今川中学校の機能更新の際には、地域のコミュニテーの核とな
るように、また、周辺の中高層階にある住宅と業務、商業施設が

調和した活気あるまちとなるようにしていきます
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神田駅東口周辺のにぎやかで親しみやすい商業集預を活かし、
生活利便性の向上やコミュニティの形成を促進しτいき李す
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神田和泉町、神田佐久問町二・三・四丁目、
神田佐久問町河岸、東神田三丁目、神田平河町

全体的には中層の複合市街地として、和泉公園や公共施

設のゆとりとうるおいを活かし、住宅と商業・業務施設の調和
する、災害に強いまちをつくります
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和泉橋地域

1 非
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1力「ワbj'鳥1仁

中高麿階ヘの住宅の整備や良好な街並み形成、安全な歩行空周
の確保などを進めていきます

剣 、胸曳鞄&智

生鮮食料品店等の生活に必要な店舗の充実を促進しきす。

和泉公園やちよだパークサイドブラザを地域のゆとり、うるお
い、ニミュニティ、防挺等の核として活かしτいきます。

,.

神田川に顔を向けた街並みや快適な歩行空間をつく1ぽす

親水性と水質の向上を図り,魚や昆虫が生育し、きた、自然浄
化がなされるよう勢めます。

川沿いの建物などの形態を規制・誘導していき素寸

川沿いに歩行空問やボケツトパークなどの憩いの場の整備を進
めます

佃

1'

図

゛.

性の向上のため、災害時の安全性に配慮した建て普えや豊かな道

刀創出を進めます。

/'

@

岩本町一・ニ・Ξ丁目、東神田一・二丁目

全体的には中層の複合市街地として、問屋街等の雲囲気

を活かしつつ、新たな産業ヘの展開を進め、住宅と商業・業
務施設が調和した、災害に強いまちをつくります

0通り首都高速1号線及ぴ綱国通リでは、道路によって地域が

Ξれないよう、横断のための歩行者動線を確保します。

ヨ通りは緑の骨格として、沿道を含め重点的な緑化を進めます。

ヨ金物通りは緑豊かな街並みの美しい歩行空周を整怖していき

ミ通り沿遵は、神田駅周辺のにぎわいを生み出す商業集槙地に

)しい歩行者空周づくりを進めます

ーツ喬高校や(仮称)岩本靭二丁自複合施設に、僑蓄倉喋やオー
プンスペースなどを股けた防災拠点の整倫完実を進めます

仮称)岩本岡二丁目複合施設を地鐵の核として、周辺も含め
た住機能の確保、良好な市街地形成を進めます。

凡例

000 特に重点的な緑化を進める、緑の骨格となる通り
緑豊かで街並みの美しい、憩いの歩行空周を整備サる通り

商業施設の賑やかさとコミュニティを脅むふれあいの
歩行空周を整備する通り

JR駅表通りゾーン

水と緑のうるおいゾーン 地下鉄出入口

地区境界 [二1^公園、緑地
、゛地域境界ず

河j11・濠
.^、、゛区境界

U 田ご11
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